
スマートＩＣ整備事業 （中山スマートＩＣ）

１．事業概要 ２．整備の必要性

・起終点：愛媛県伊予市双海町上灘～愛媛県伊予市双海町上灘
・延長等：１．４５ｋｍ（２車線、設計速度３０ｋｍ/ｈ）
・全体事業費：約１１億円 ※Ｈ30.5時点

・計画交通量：約５１７台/日

①災害時の多重性の確保 ②救急医療機能の充実・向上
③地域の振興及び活性化 ④交通アクセス向上
⑤産業の活性化

乗用車 小型貨物 普通貨物

約301台/日 約140台/日 約76台/日
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人口：36,827人
世帯：14,003世帯
面積：194.47k㎡
（H27年10月1日 国勢調査）

伊予市役所
市道日尾
野引坂線

四国縦貫自動車道

中山スマートIC

愛媛県

高知県

徳島県

香川県

四国横断自動車道

一般国道の自動車専用道路

一般国道

(仮称）中山スマートIC整備後

○国道56号通行不能時の中山地域への

救助・救援ルート

この地図の作成に当たっては、国土地理院長の承認を得て、同院発行の20万分の１

地勢図及び５万分の１地形図を使用した。（承認番号 平22業使、第436号）

※国道56号に影響があると考えられる
土砂災害危険箇所 資料：伊予市防災マップ

※国道56号防災点検箇所
資料：国土交通省松山河川国道事務所

中山スマートIC

平成１７年７月梅雨前線豪雨により国道５
６号犬寄トンネル北で土砂崩れが発生。中
山地域の交通に非常に大きな影響を与えた。

クラフトの里
防災機能の拡充を図り

救助・救援活動拠点に活用

伊予IC

国道56号
防災点検箇所

32箇所

土石流危険渓流
急傾斜地崩壊危険箇所

伊予市役所

中山スマートICを活用した
迅速な救助・救援！

双海地域事務所

中山地域事務所

国道56号通行不能時の中山地域への救助・救援ルート図

ICは国道56号の代替機能を持つことから、
フェイルセーフ（安全制御）機能が確保され、
災害時のメリットが大きいと思います。
【伊予消防署中山出張所職員】

土砂災害
危険箇所
15箇所

土砂災害
危険箇所
6箇所

国道56号
防災点検箇所

16箇所

国道56号防災点検箇所

国道56号沿線に多くの
土砂災害危険個所あり！



一般道路側ランプ部
(1方向1車線)

市道部(2方向非分離2車線)

標準断面図

事業採択 ：平成26年度
完成予定 ：平成31年度
計画延長
・市道日尾野引坂線 0.92km
・スマートICランプ 1.28km

（うち伊予市分 0.53km）

現地写真

３．計画平面図等

計画平面図 Ｎ

市道１工区

市道日尾野引坂線 0.92km

スマートIC(伊予市分)ランプ 0.53km

ＯＦＦランプ 0.32kmＯＮランプ 0.21km

甲（西日本高速道路株式会社）

乙（伊予市）

市道日尾野引坂線

凡例

市道２工区



４．現地施工状況

OFFランプ流入箇所

OFFランプBOX箇所

伊予IC→
↑内子五十崎IC

伊予IC→←内子五十崎IC

↑伊予IC

内子五十崎→

ONランプ～伊予IC方面

高速西側 市道交差点～ONランプ箇所

↑高速側

↓市道側



５．完成予想図

←内子五十崎IC

伊予IC→
四国縦貫自動車道

四国縦貫自動車道
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